
宮城県の復興写真展
（撮影：陸上自衛隊東北方面隊）

電話番号をお知らせく
ださい。①講演会と★講演会は、講師への質問がございましたらあわせてお知らせく
ださい。定員を超えた場合は、参加をお断りする場合がございます。 主催／名古屋都市センター

協力／アーキエイド、尼ケ坂サロン、石巻市、ＩＳＨＩＮＯＭＡＫＩ２．０、石巻日日新聞社、ＯＬＩＶＥ、神戸市、こうべまちづくりセンター、
　　　3がつ 11にちをわすれないためにセンター（せんだいメディアテーク）、七ヶ浜町、総合広告社、ＴＢＣ東北放送、
　　　名古屋ＮＧＯセンター、名古屋市、なごや防災ボラネット、阪神・淡路大震災＋クリエイティブタイムラインマッピングプロジェクト、
　　　東日本大震災 被災者応援 愛知ボランティアセンター、東日本大震災被災者支援ボランティアセンターなごや、東松島市、
　　　ビデオプラザ神奈川、ＭＭＩＸ Ｌａｂ、陸上自衛隊東北方面隊、陸前高田市、レスキューストックヤード　（50音順）
問合／名古屋都市センター　企画課　TEL：052-678-2212（月曜日休み）

開館時間

（3月9日～5月6日）



名古屋に住む被災者の交流会
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2011年７月、石巻市牡鹿半島に全国から建築
家と学生のチームが集結し、住民とともに未来
の姿を考えるアーキエイドサ
マーキャンプ『半島 “へ”出よ』
を行いました。今回はその時
に作成した模型とパネルの一
部を展示します。建築家と建
築を学ぶ学生が考える被災地
の未来の姿をご覧ください。

名古屋ＮＧＯセンター：貧困・紛争・環境破壊な
どの課題を解決するために、市民主体の活動を
中部地域にて支援している。加盟団体が被災地
での支援活動等を行う。
東日本大震災 被災者応援 愛知ボランティア
センター：石巻市牡鹿半島の十八（くぐなり）浜
を毎週末に大型バスで訪問。｢くぐなり食堂｣と銘
打ち、仮設住宅と地域の住宅約 100 軒に約
200 食の温かい定食を提供し、食事を楽しみな
がら人間関係の再生を手伝っている。

東日本大震災被災者支援ボランティアセンター
なごや：市内在住の被災者への生活支援を行うボ
ランティア活動の支援や被災地のボランティア活
動の情報提供を目的に市が設置。市社会福祉
協議会となごや防災ボラネットが協力して運営。
レスキューストックヤード：阪神・淡路大震災の被
災者支援を目的に活動を開始。2002 年にＮＰ
Ｏ法人となり、レスキューストックヤードに名前
を変更。災害時の緊急支援・復興支援活動、
日常は地域防災・災害時要援護者支援やネット
ワークづくりを中心に活動を行う。震災の影響にともに向き合い考えるため、せんだ

いメディアテークに開設。市民、専門家、スタッ
フが協働し、復旧・復興のプロセスを独自に記
録、発信（http://recorder311.smt.jp/）して
いる。

阪神・淡路大震災で大きな被害を受けた神戸市。 
震災復興土地区画整理事業を始めとする復興の
取り組みの中で大きな役割を果たした、地域の住
民が組織する「まちづくり協議会」と神戸市の協
働のしくみについて紹介します。

「阪神・淡路大震災からの復興」

建築家と学生のチームが住民の声を拾い
あげた復興案を作成

今から 17 年前に発生し、大
きな被害をもたらした阪神・
淡路大震災。その被害からの
生活再建について、神戸市全
域で住民参加型の検討会（ワー
クショップ）などを通して検証
した立木茂雄教授から、まち
の復興における人のつながり
の大切さについてご講演いた
だきます。

4 月 21 日（土）14:00 ～ 16:00
場所：11階まちづくり広場内交流サロン

「被災地を知る～陸前高田市で働く
　　　　　名古屋市職員の体験より～」

（月・休）主催：アーキエイド


